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1.  平成22年2月期第3四半期の連結業績（平成21年3月1日～平成21年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年2月期第3四半期 36,784 ― 586 ― 431 ― △45 ―
21年2月期第3四半期 35,788 3.7 749 22.9 585 15.1 △38 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年2月期第3四半期 △2.27 ―
21年2月期第3四半期 △1.92 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年2月期第3四半期 34,762 11,196 32.2 554.23
21年2月期 32,406 11,316 34.9 559.95

（参考） 自己資本   22年2月期第3四半期  11,196百万円 21年2月期  11,316百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年2月期 ― 2.00 ― 2.00 4.00
22年2月期 ― 2.00 ―
22年2月期 

（予想）
2.00 4.00

3.  平成22年2月期の連結業績予想（平成21年3月1日～平成22年2月28日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 47,840 1.7 700 10.6 460 18.6 10 △88.4 0.49
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注） 詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 4.その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注） 詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 4.その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1.上記の業績予想は、当社が現時点で合理的と判断した一定の前提に基づいたものであり、実際の業績は見通しと異なることがあります。 
2.当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準
適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年2月期第3四半期 20,827,911株 21年2月期  20,827,911株
② 期末自己株式数 22年2月期第3四半期  625,351株 21年2月期  617,134株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年2月期第3四半期 20,204,758株 21年2月期第3四半期 20,220,123株
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当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、景気対策の効果により一部に持ち直しの動きが

見られました。しかし,円高等国内経済の先行き不安から企業収益は厳しさを増し、雇用環境の悪化と

所得の減少により消費意欲の減退が続いています。 

 このような経済情勢の中、ホームセンター業界におきましても、消費者の節約志向を背景に個人消費

は一段と冷え込んでおり、経営環境は厳しい状況を強いられております。 

 当社グループは、「地方都市、中山間地、離島のなくてはならないインフラになろう」「ホームセン

ターは農業、園芸、資材、工具、ワーキングの専門店である」を経営理念とし、地域にあった商材の提

供やサービスの充実を図ってきました。又、９月には、ホームセンター創業４０周年にあたり記念セー

ルを行いました。その結果、「家庭園芸」「園芸植物」「農業用品」や「補修・塗料・材料」「住設エ

クステリア」の各部門が好調に推移しました。以上のことから、当第３四半期連結累計期間の売上は昨

年実績を上回る好調な推移となりました。 

 店舗におきましては、当第３四半期連結累計期間には、ホームセンター５店、ドラッグストアー１店

の開店及び１店の増床と全面改装５店を実施し、４店を閉店いたしました。 

 以上の結果、当第３四半期連結累計期間の営業収益は367億８千４百万円で前年同期比９億９千５百

万円（2.8％）増加しました。売上高は、354億２千６百万円で前年同期比10億２千５百万円（3.0％）

増加し、営業収入は13億５千７百万円で前年同期比２千９百万円（2.1％）減少しました。 

 損益面では、一品単価の下落等により荒利益率の低下と販売管理費の増加に伴い、営業利益は５億８

千６百万円で前年同期比１億６千２百万円（21.7％）の減少、経常利益は４億３千１百万円で前年同期

比１億５千４百万円（26.4％）の減少となりました。 

 第３四半期純損失につきましては、棚卸資産の評価方法の変更並びに減損損失１億８千１百万円の計

上などにより４千５百万円となり、前年同期比７百万円（18.4％）の減益となりました。 

  第４四半期以降におきましては、農業立地型300坪店への改装３店を予定し、売上の増加と、収益の

向上に努めてまいります。 

  

※定性的情報における前年同期比較に関する情報は、参考として記載しております。 

  

①資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末と比較し、総資産が23億５千６百万

円、負債が24億７千６百万円それぞれ増加し、純資産が１億１千９百万円減少しました。 

 総資産は、現金及び預金が６億５千５百万円増加したほか、たな卸資産の季節的な増加12億７千３百

万円などから23億５千６百万円増加しました。 

 負債は、長短借入金が７億２千８百万円、賞与引当金が１億４千３百万円、リース債務が４億４百万

円、仕入債務が11億８千２百万円それぞれ増加したことなどから24億７千６百万円の増加となりまし

た。 

 純資産は、四半期純損失４千５百万円、その他有価証券評価差額金７百万円の増加と、剰余金の配当

８千万円の減少などから１億１千９百万円減少しました。 

②キャッシュ・フローの状況 

当連結第３四半期の現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末より６億５千

５百万円増加し13億８千１百万円となりました。その主な要因は以下のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

税金等調整前四半期純利益８千６百万円、仕入債務の増加11億８千２百万円をはじめ、減価償却費

７億９百万円、減損損失１億８千１百万円等の非資金費用による資金の増加に対し、売上債権の増加

４千１百万円、たな卸資産の増加12億７千３百万円等による資金の減少により、８億６千９百万円の

資金の増加となりました。 

定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

有形・無形固定資産の取得８億１千１百万円等から、８億３千３百万円の支出となりました。 

支出の主な内容は、店舗の新規出店、増床及び改装等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

長期借入金30億円の調達に対し、短期借入金の返済４億２千万円、長期借入金の返済18億５千１百

万円及び配当金の支払７千８百万円等により、６億１千９百円の資金の増加となりました。 

  

連結業績予想につきましては、平成21年４月10日決算短信において公表しました予想に変更はありませ

ん。 

  
  

該当事項はありません。 

①簡便な会計処理 

（棚卸資産の評価方法） 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、当第２四半期連結会

計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額

を見積もり、簿価切下げを行う方法によっております。 

（固定資産の減価償却費の算定方法） 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

（法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法） 

法人税等の納付額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する

方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績

予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

②四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

①当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財

務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。    

また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

②「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成18年7月5日 企業会計基準第9

号)を当第１四半期連結会計期間から適用し、原価法の処理基準を収益性の低下による簿価切下げの

方法に変更しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間において、従来の方法によった場合に比べて、売上総利益、

営業総利益、営業利益、経常利益が７千万円、税金等調整前四半期純利益が１億１千９百万円それぞ

れ減少しております。 

③「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成5年6月17日 最終改正平成19年3月

30日 企業会計基準第13号)及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会

平成6年1月18日 最終改正平成19年3月30日 企業会計基準適用指針第16号)を第１四半期連結会計期

間から適用し、所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理から通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上し

ております。 

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

（株）ジュンテンドー（9835）　平成22年2月期　第3四半期決算短信

‐ 4 ‐



また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定す

る方法によっております。 

なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通

常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。 

この結果、従来の方法によった場合に比べて、リース資産が有形固定資産に３億８千３百万円計上

され、これによる損益に与える影響はありません。 

  

（株）ジュンテンドー（9835）　平成22年2月期　第3四半期決算短信

‐ 5 ‐



5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,384,404 728,686

受取手形及び売掛金 148,197 106,568

たな卸資産 12,229,537 10,956,231

その他 936,507 905,464

貸倒引当金 △238 △216

流動資産合計 14,698,407 12,696,734

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 21,646,162 21,345,613

減価償却累計額 △13,617,898 △13,503,240

建物及び構築物（純額） 8,028,264 7,842,372

土地 5,409,500 5,457,299

その他 2,511,456 2,213,016

減価償却累計額 △1,908,002 △1,891,778

その他（純額） 603,454 321,237

有形固定資産合計 14,041,219 13,620,910

無形固定資産 909,617 951,983

投資その他の資産 5,113,494 5,137,065

固定資産合計 20,064,330 19,709,959

資産合計 34,762,738 32,406,694

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,470,415 7,287,588

短期借入金 5,277,568 2,911,568

未払法人税等 57,273 216,640

引当金 422,970 219,792

その他 1,065,009 914,240

流動負債合計 15,293,237 11,549,830

固定負債   

長期借入金 5,570,518 7,208,194

退職給付引当金 1,727,817 1,641,518

その他 974,202 690,221

固定負債合計 8,272,537 9,539,934

負債合計 23,565,774 21,089,764
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年２月28日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,224,255 4,224,255

資本剰余金 3,999,241 3,999,241

利益剰余金 3,068,120 3,194,827

自己株式 △110,345 △109,394

株主資本合計 11,181,273 11,308,930

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 15,690 7,999

評価・換算差額等合計 15,690 7,999

純資産合計 11,196,963 11,316,929

負債純資産合計 34,762,738 32,406,694
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

売上高 35,426,226

売上原価 25,718,983

売上総利益 9,707,243

営業収入 1,357,814

不動産賃貸収入 369,864

業務受託収入 987,950

営業総利益 11,065,058

販売費及び一般管理費 10,478,105

営業利益 586,952

営業外収益  

受取利息 19,626

受取手数料 7,719

その他 33,346

営業外収益合計 60,692

営業外費用  

支払利息 191,378

シンジケートローン手数料 3,767

その他 21,454

営業外費用合計 216,599

経常利益 431,045

特別利益  

固定資産売却益 3,193

賃貸借契約解約益 1,800

収用補償金 1,536

その他 444

特別利益合計 6,974

特別損失  

固定資産売却損 19

固定資産除却損 103,521

減損損失 181,001

賃貸借契約解約損 4,285

商品評価損 48,860

その他 13,385

特別損失合計 351,073

税金等調整前四半期純利益 86,947

法人税、住民税及び事業税 199,688

法人税等調整額 △66,862

法人税等合計 132,826

四半期純損失（△） △45,879
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 86,947

減価償却費 709,095

減損損失 181,001

賞与引当金の増減額（△は減少） 143,492

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4

退職給付引当金の増減額（△は減少） 86,298

受取利息及び受取配当金 △21,089

支払利息 191,378

固定資産売却損益（△は益） △3,174

固定資産除却損 103,521

収用補償金 △1,536

売上債権の増減額（△は増加） △41,629

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,273,306

仕入債務の増減額（△は減少） 1,182,826

その他 75,788

小計 1,419,618

収用補償金の受取額 1,536

利息及び配当金の受取額 4,628

利息の支払額 △210,434

法人税等の支払額 △345,872

営業活動によるキャッシュ・フロー 869,476

投資活動によるキャッシュ・フロー  

固定資産の取得による支出 △811,919

固定資産の売却による収入 4,159

投資有価証券の取得による支出 △13,391

貸付金の回収による収入 18,797

その他 △30,822

投資活動によるキャッシュ・フロー △833,176

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △420,000

長期借入れによる収入 3,000,000

長期借入金の返済による支出 △1,851,676

リース債務の返済による支出 △29,185

自己株式の取得による支出 △950

配当金の支払額 △78,769

財務活動によるキャッシュ・フロー 619,418

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 655,717

現金及び現金同等物の期首残高 725,686

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,381,404
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表

に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結

財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

該当事項はありません。 

  

①事業の種類別セグメント情報 

当第３四半期連結累計期間における当社及び連結子会社は、主として住関連用品の販売をしてお

り、当該セグメントの売上高、営業利益の金額が、それぞれ全セグメントの売上高の合計、営業利益

の金額の合計額の90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

  

②所在地別セグメント情報 

当第３四半期連結累計期間における当社の企業集団において、「本邦以外」の取引は発生していな

いため、開示の対象となる事項はありません。 

  

③海外売上高 

当第３四半期連結累計期間における当社の企業集団において、「海外売上高」は発生していないた

め、開示の対象となる事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年３月１日 至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年３月１日 至 平成21年11月30日)

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年３月１日 至 平成21年11月30日)

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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前年同四半期に係る財務諸表等 

  

(１) (要約）四半期連結損益計算書 

「参考」

科  目

前第３四半期連結累計期間

(自 平成20年３月１日

  至 平成20年11月30日)

金額（千円）

Ⅰ 売上高 34,400,833

Ⅱ 売上原価 24,763,608

   売上総利益 9,637,224

Ⅲ 営業収入

   不動産賃貸収入 402,667

   業務受託料収入 984,615

   営業収入合計 1,387,283

   営業総利益 11,024,507

Ⅳ 販売費及び一般管理費 10,274,861

   営業利益 749,646

Ⅴ 営業外収益

   受取利息 17,208

   受取手数料 8,447

   その他 61,709

  営業外収益合計 87,365

Ⅵ 営業外費用

   支払利息 186,897

   シンジケートローン 

   手数料
52,879

   その他 11,815

  営業外費用合計 251,592

   経常利益 585,419

Ⅶ 特別利益

   固定資産売却益 4

   投資有価証券売却益 4

   貸倒引当金戻入額 178

   賃貸契約解約益 20,000

  特別利益合計 20,187

Ⅷ 特別損失

   固定資産売却損 31

   固定資産除却損 38,557

   減損損失 240,212

   投資有価証券評価損 70

  特別損失合計 278,871

   税金等調整前 

   四半期(当期)純利益
326,735

   法人税、住民税及び 

      事業税
365,470

   四半期(当期)純利益 

   又は四半期純損失（△）
△ 38,735
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（２） (要約）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

前第３四半期連結累計期間

(自 平成20年３月１日

  至 平成20年11月30日)

区分 金額（千円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

   税金等調整前四半期(当期)純利益 326,735

   減価償却費 740,075

   減損損失 240,212

   売上債権の増加額 △ 78,104

   たな卸資産の減少額(△は増加) △ 1,310,082

   仕入債務の増減額(△は減少) 2,153,171

   その他 436,040

    小計 2,508,047

   法人税等の支払額 △ 276,653

   その他 △ 194,496

  営業活動によるキャッシュ・フロー 2,036,896

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

   有形・無形固定資産の取得による支出 △ 727,359

   有形・無形固定資産の売却による収入 38

   投資有価証券の取得による支出 △ 1,300

   貸付による支出 △ 1,815

   貸付金の回収による収入 10,060

   その他 △ 27,956

  投資活動によるキャッシュ・フロー △ 748,332

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

   短期借入金の純減少額 △ 780,000

   長期借入れによる収入 2,350,000

   長期借入金の返済による支出 △ 1,730,808

   自己株式の純増減額（△は増加） △ 1,748

   配当金の支払額 △ 63,740

  財務活動によるキャッシュ・フロー △ 226,297

Ⅳ 現金及び現金同等物の増加額（△は減少） 1,062,267

Ⅴ 現金及び現金同等物の期首残高 582,221

Ⅵ 現金及び現金同等物の

  四半期末(期末)残高
1,644,488
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（３） セグメント情報 

①事業の種類別セグメント情報 

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年３月１日 至 平成20年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間における当社及び連結子会社は、主として住関連用品の販売をしてお

り、当該セグメントの売上高、営業利益の金額が、それぞれ全セグメントの売上高の合計、営業利

益の金額の合計額の90％を超えているため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しておりま

す。 

②所在地別セグメント情報 

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年３月１日 至 平成20年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間における当社の企業集団において、「本邦以外」の取引は発生してい

ないため、開示の対象となる事項はありません。 

③海外売上高 

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年３月１日 至 平成20年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間における当社の企業集団において、「海外売上高」は発生していない

ため、開示の対象となる事項はありません。 

６.その他の情報 

商品別売上高 

（単位：千円） 

 

前第３四半期
連結累計期間

当第３四半期
連結累計期間

(参 考)前期

期別 (自 平成20年３月１日 (自 平成21年３月１日
(平成21年2月期)

部門別  至 平成20年11月30日) 至 平成21年11月30日)

金額 金額 金額

家庭用品 12,934,405 12,942,357 17,581,888

ＤＩＹ用品 13,492,753 14,675,254 16,626,891

レジャー・スポーツ用品 6,184,814 6,176,217 8,609,784

売上高 その他 10,381 10,282 13,086

ホームセンター事業合計 32,622,354 33,804,112 42,831,650

その他の事業 1,778,478 1,622,114 2,402,559

売上高合計 34,400,833 35,426,226 45,234,210

ホームセンター事業 1,378,744 1,349,430 1,793,793

営業収入 その他の事業 8,538 8,384 12,968

営業収入合計 1,387,283 1,357,814 1,806,762

営業収益(売上高及び営業収入合計) 35,788,116 36,784,041 47,040,972

(注) １ ホームセンター事業の各部門の内容は次のとおりであります。

家庭用品 ・・・ 家庭用品、電気、小物照明器具、家具、医薬品、雑貨等

ＤＩＹ用品 ・・・ 園芸用品、ＤＩＹ用品、農業資材、建築資材、家庭塗料等

レジャー・スポーツ用品 ・・・ ペット用品、カー用品、事務・学習用品、レジャー・スポーツ用品等

その他 ・・・ 消耗品等

２ 上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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